
 

堺市報道提供資料  

令和 7 年 8 月 15 日提供 

 

令和7年度堺市と関西大学との地域連携事業 連続講座 

「科学でひもとく鉄炮鍛冶屋敷」を開催します 

 

堺市では、関西大学との地域連携事業として、連続講座「科学でひもとく鉄炮鍛冶屋敷」を開催します。 

堺市と関西大学は鉄炮鍛冶屋敷の開館前から共同で研究調査を実施しており、本地域連携事業によってその成

果を広く発信してきました。近年は、歴史学に限らず様々な分野の研究者とも研究調査を進め、鉄炮鍛冶屋敷に残

る貴重な資料を多角的に分析しています。 

本年は鉄炮鍛冶屋敷を会場とした連続講座を開催し、歴史学に加え、情報学や金属工学といった多方面から鉄

炮鍛冶屋敷に伝わった豊富な資料をひもときます。 

 

1 実施日時等 

講座① 

日時 令和 7 年 10 月 12 日（日） 午前 11 時から、午後 2 時から（各回 1 時間程度） 

テーマ 鉄炮鍛冶屋敷井上関右衛門家に出入りする人々 

講師 藪田 貫 氏 （関西大学名誉教授） 

講座② 

日時 令和 7 年 11 月 9 日（日）  午前 11 時から、午後 2 時から（各回 1 時間程度） 

テーマ CG でよみがえる火縄銃の世界 －鉄炮鍛冶が伝えた技と発射のしくみを映像でたどる－ 

講師 林 武文 氏 （関西大学なにわ大阪研究センター長・総合情報学部教授） 

講座③ 

日時 令和 7 年 12 月 6 日（土）  午前 11 時から、午後 2 時から（各回 1 時間程度） 

テーマ 鉄炮銃身の金属組織からわかる鍛造技術 

講師 丸山 徹 氏 （関西大学化学生命工学部教授） 

 

2 会場 

鉄炮鍛冶屋敷（堺市堺区北旅籠町西 1 丁 3-22） 

 

3 募集人数 

各回 20 名（事前申込要・先着順） 

 

4 参加費 

無料（別途入館料要） 

 

 



 

5 応募方法等 

応募期間 令和 7 年 9 月 1 日（月）午前 10 時～各講座実施前日の午後 5 時 

応募方法 

①氏名②電話番号③希望する講座名を記載の上、以下のいずれかの方法で直接お申し

込みください。 

【電話・ファックス】072-228-1501 

【メール】info@sakai-machiyamuseums.com 

 

6 「科学の現場に迫る！」分析調査現場のオンデマンド配信 

講座③に関連して、研究者が井上関右衛門家に伝わった銃身などを分析調査する様子をインターネット上で視聴

いただけます。公開リンク先は後日、以下の堺市ホームページでお知らせします。 

https://www.city.sakai.lg.jp/kanko/rekishi/bunkazai/bunkazai/oshirase/r7sakai_kandai.html 

公開期間（予定）：令和 7 年 10 月 1 日（水）～令和 8 年 2 月 28 日（土） 

 

7 関連企画 「鉄炮鍛冶屋敷パネル展」 

  会場➀ 

日時 
令和 7 年 9 月 1 日（月）～令和 7 年 9 月 30 日（火） 

午前 10 時～午後 9 時 ※9 月 1 日（月）のみ正午から 

場所 ナレッジキャピタル（大阪市北区大深町 3-1 グランフロント北館 2 階内） 

 

  会場② 

日時 
令和 7 年 10 月 4 日（土）～令和 7 年 11 月 3 日（月・祝） 

午前 9 時 30 分～午後 5 時 15 分（最終入館：午後 4 時 30 分） 

場所 堺市博物館 地階 （堺市堺区百舌鳥夕雲町 2 丁 大仙公園内） 

 

8 主催 

堺市・関西大学 

 

9 その他 

連続講座や鉄炮鍛冶屋敷のイベント等に関する最新情報は以下の堺市ホームページをご確認ください。 

https://www.city.sakai.lg.jp/kanko/rekishi/bunkazai/bunkazai/oshirase/r7sakai_kandai.html 

 

問
い
合
わ
せ
先 

担 当 課：文化観光局 歴史遺産活用部 文化財課 

電 話：072-228-7198 

フ ァ ッ ク ス：072-228-7228 
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